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　［以下は、〈Red Mountainの戦〉〔Battle of Red Mountain〕に関するAshlanderの伝承とNerevarineの予言をVivecに突き付けた〈異議司祭〉〔Dissident Priest〕〔※１〕の１人であるMalur Omayn、そして、Vivecに加わり当該の〈異議司祭〉に対する審問を行った宗教裁判の名も無き判事たちに対して語って聞かせた、Vivec神の言葉を書き写したものである。］
　遠い過去の出来事を、誰が明瞭に思い出せるものだろうか。しかし、諸君は私に求めた。私自身の言葉に於いて、〈Red Mountainの戦〉に関する出来事について、Tribunalの誕生について、Nerevarの再誕に関する予言について、諸君に語って聞かせることを。ここで、語り得るだけ語って聞かせよう。
　遊牧生活を送っていた祖先の畜群とテントをChimerが初めて捨て去り最初のGreat Houseを創立した頃には、我々はDaedraを愛しており彼らを神として崇拝していた。しかし、我々の同胞であるDwemerは、Daedraを軽蔑して、我々の馬鹿げた儀式を嘲笑して、その代わりに、理性と論理という、彼らの神の方を好んだ。そのため、Nordが訪れてResdaynを侵略するまで、ChimerとDwemerは絶えず激しく争っていた。その〔Nordの侵略の〕時だけは、ChimerとDwemerは紛争を取り止めにして、その侵略者を共闘して追い払った。
　いったんNordが追い出されると、互いを大いに好んで尊敬するようになっていたChimerのNerevar将軍とDwemerのDumac将軍は、彼らの仲間の間に和平を打ち立てるように心を決めた。その当時、私は、Nerevar、Nerevarの王妃であるAlmalexia、彼の寵愛していた別の助言者であるSotha Silに仕える一介の下級の助言者に過ぎなかった。そして、「ChimerとDwemerの間の激しい対立を考えると、このような平和は長く続くものではない」と絶えず疑っていた。しかし、交渉と妥協によって、NerevarとDumacは何とかして束の間の平和を保っていた。
　しかし、NerevarとDwemerの両方の友人であると信じられていた、Dagoth家の貴族であるDagoth Urが我々に証拠を持ってきた。すなわち、Dwemerの上級技師であるKagrenacがLorkhanの心臓を発見して、それから力を引き出す方法を習得して、Chimerの信じる神の模造品であり恐ろしい兵器であるような新たなる神を建設中である、という証拠である。そこで、我々の誰もが、Dwarfに対して戦争を仕掛けて、このChimerの信仰と安全に対する脅威を打ち破るようにNerevarを説得した。Nerevarは困っていた。彼はDumacの下に赴いて、Dagoth Urの言葉は真実であるのかと尋ねた。しかし、Kagrenacは「俺を、どんな人間だと思っているのだ」と激怒してしまったので、むしろ、それはDwemerの仕業であるようにNerevarには思われた。
　Nerevarは更に困ってしまって、Azuraの聖なる神殿であるHolamayanに赴くと、Azura によって、Dagoth Urの言葉は全て正しく真実でありDwemerの新たなる神の創造は如何なる犠牲を払っても妨げられねばならないことが確証された。Nerevarが戻ってきて、その女神の言葉を我々に告げると、自分の判断が確実になったことを我々は感じて、友情に基づくNerevarの純粋すぎる信頼をたしなめたり、Dwemerの不敬かつ危険である野望からChimerの信仰と安全を守らねばならないという義務をNerevarに思い起こさせたりしながら、戦争を仕掛けるように再び彼に助言を加えた。
　もう一度、交渉と妥協によって平和を保てるかも知れないと願いながら、最後に一度だけ、NerevarはVvardenfellに戻ってきた。しかし、今度は、友人であったNerevarとDumacは激しい口論に陥って、結果として、ChimerとDwemerは戦争に向かうことになってしまった。
　Dwemerの防備はRed Mountainの要塞によって極めて堅固であったが、狡猾なるNerevarによって、Dumacの軍勢の大半は戦場に引き出されて、そこに釘づけにされてしまった。その間に、Nerevar、Dagoth Ur、そして、小集団の仲間は、秘密の手段によって〈心臓室〉〔Heart Chamber〕の内部へと潜入を果たせた。そこで、Chimerの王であるNerevarはDwarf の王であるDumacと対峙して、両者ともに、重傷と魔力消尽のために崩おれてしまった。Dumacが倒れて、Dagoth Urと他の者たちによって追い詰められると、Kagrenacは自分の手になる道具を心臓の方に向けた。すると、Nerevarの言によれば、Kagrenacと彼のDwemerの仲間の誰もが一度に世界から姿を消した、その様を彼は見たそうである。その瞬間、あらゆる場所のDwemerが跡形も無く消え失せた。しかし、Kagrenacの道具は残って、それらをDagoth Urは手に取ってNerevarのところに運んできて言った。「あの愚かしいKagrenacは、これらでもって、自分の仲間を滅ぼしてしまいました。これらが誤った人々の手に落ちないように、すぐに壊してしまうべきです。」
　しかし、Nerevarは、この戦争の勃発を予見していた王妃と戦術師たちに相談するように心を決めており、そして、彼らの助言を再び無視する積もりは無かった。「これらを、どうするべきであるのか、それをTribunalに尋ねようと思っている。何故なら、過去にも、私の持ち合わせていなかった知恵を、彼らは持ち合わせていたからだ。私が戻るまで、忠実なるDagoth Urよ、ここに居なさい」そして、自分の戻るまで、それらの道具と〈心臓室〉を守っておくように、NerevarはDagoth Urに命じた。
　それから、Red Mountainの斜面にて待機していた我々のところにNerevarは運ばれてくると、Red Mountainの下で起こった一切について彼は我々の全員に語って聞かせた。Nerevarの話によれば、Dwemerは自分の仲間を不死にする特別の道具を用いたのであり、そして、Lorkhanの心臓は驚くべき力を具えているそうであった。[後になって漸やく、その場に居合わせていた他の人々から聞いたところによれば、Dwemerは不死になったのではなく滅ぼされたのだとDagoth Urは思っていたようである。そして、そこで本当のところ何が起こったのか、それを確実に知る者は存在しないのである。]
　Nerevarの話を聞いてから、彼に助言を請われたので我々は提案した。「Chimerの人々に繁栄を与えるものであると信じて、それらの道具を取っておくべきです。確信は持てませんが、恐らく、Dwemerは永久に居なくなってしまったのではなく、幾らか隔たった場所に単に移動したに過ぎないでしょう。そして、いつの日にか、もう一度、我々の身の安全を脅かすために、そこから戻ってくるかも知れません。それ故に、我々の未来の世代が安全でいられるように、それらの道具を取っておいて、それらと、それらの原理に関して研究しておく必要が在るのです。」

　そして、Nerevarは将来に対する大きな不安を口にしたが、ある条件の下に喜んで我々の助言に従うことにした。すなわち、Dwemerの意図したような不敬なる方法でもって当該の道具を決して用いないと、我々の誰もが、Azuraに対して神聖なる誓約を行うべきである、という条件である。すぐさま我々の誰もが同意して、Nerevarの命令に従って神聖なる誓約を行った。
　それから、我々はNerevarと共にRed Mountainの中に戻っていって、Dagoth Urと出会った。Dagoth Urは、それらの道具は危険であると言って我々に受け渡そうとしなかったので、我々が道具に触れることは叶わなかった。Dagoth Urは正気を失っている様子であり、道具を委ねておけるのは自分だけであると主張してみせた。その時には、それらの道具に手を触れて彼は幾らか影響を受けてしまったと我々は考えたものだが、しかし、今の私は確信を抱いている。すなわち、彼は道具の諸力を内密に学んでおいて、幾らか混乱に陥りながら、それらの道具を何としても自分のものにせずには居られないと心に決めたのである、という確信である。そこで、それらの道具を確保するために、Nerevarと護衛の我々は再武装を行った。しかし、どういう訳であるのかDagoth Urと彼の配下は逃げ去り、我々は道具を手に入れると、それらを研究して安全に保管するためにSotha Silのところに届けた。
　数年間、我々はNerevarと共にAzuraに対する誓約を守り続けたが、しかし、その間に、Sotha Silは内密に道具の研究を行って、それらの秘密を見抜いたに違いない。そして、平安に満ちた新世界の理想像を携えて、彼は遂に我々の下を訪れた。その新世界とは、不死の守護者であり導き手であるTribunalを伴った、貴族には正義と名誉を与えてくれる、平民には健康と繁栄を与えてくれるものであった。そして、より良い世界を創り出すという、この理想像に身を捧げるために、我々はRed Mountainに赴くと、Kagrenacの道具の力によって我々自身の身を変化させたのである。
　我々が儀式を完了させて新たに得られた自身の力を見出し始めると間も無く、Daedraの貴族であるAzuraは姿を現して、誓約を破ったと我々を罵った。そして、彼女の勇者であり誓約に忠実であるNerevarが、我々の背信を罰するために、そして、そのような不敬の知識が神々の思し召しを嘲って拒むために決して用いられないことを確実にするために、その彼が戻ってくるだろうと、自身の予言の力を用いて、彼女は請け合ってみせた。しかし、Sotha Silは彼女に言った。「古の神々は冷酷かつ気まぐれであり、Mer〔Elf〕の希望と畏敬から隔たっている。あなたの時代は過去のものである。我々は人間から生まれた新たなる神々であり、民衆の必要とするものに通じており、それを気づかうものである。気まぐれの霊魂よ、我々を脅して、たしなめるがよい。我々は勇気と活力に満ちている。あなたのことを、決して恐れることは無いだろう。」
　すると、その瞬間、あらゆるChimerはDunmerに変じられて、我々の肌は灰色に、その瞳は赤色になってしまった。もちろん、これが自分の身に起こったことを、その瞬間に我々だけは分かっていたが、しかし、Azuraは言った。「これは、私の仕業ではなく、貴方たちのものである。貴方たちが、自身の運命を、そして、自身の仲間の運命を選択した。そして、あらゆるChimerは、この今現在から時の終わりまで、その運命に与かることになるだろう。貴方たちは自身のことを神々であると考えている。しかし、貴方たちは盲目である。何もかも、無知である。」何も知らせないまま、そのままAzuraは立ち去った。すっかり我々は恐ろしくなってしまったが、しかし、勇ましい表情を身に着けると、自分たちの夢である新世界を建設するためにRed Mountainを出立した。
　それから、我々の創り上げた新世界は豊沃なる素晴らしいものであり、Dunmerの崇拝は情熱と感謝に満ちていた。Dunmerは最初の内は自分たちの外見を恐れていたが、しかし、それは呪ではなく祝であること、我々の本質が変じたことの印であること、新たなるMer――もはや亡霊と霊魂を前にして震え上がるような野蛮人ではなく、民衆の不死なる友人にして守護者である、３個の顔を持つTribunalと直接に会話を交わすような文明的であるMer――である事を楽しんでよいという特別なる許可の印であること、それらのことをSotha Silは告げた。Sotha Silの演説と理想像に、すっかり我々は感銘を受けて元気を取り戻した。それから、時を経て、公正にして名誉ある社会のための慣習と制度を我々は入念に作り上げていって、そして、他の未開の種族が知らないような、平和と公正と繁栄に満ちた１千年間をResdaynの大地は知ることになった。
　しかし、Red Mountainの下では、Dagoth Urが生き延びていた。我々の輝かしい新世界が一層の光を放つ時でさえも、Red Mountainの下では、Sotha SilがKagrenacの道具を用いてLorkhanの心臓から巧みに引き出した光明の近縁であるような、そのような暗黒が凝り集まってきていた。その暗黒が大きくなると、それと我々は戦って、それを封印するための壁を拵えた。しかし、その暗黒を滅ぼしてしまうことは叶わなかった。何故なら、その暗黒の源は、我々自身の神的霊感の源に等しいものであったからである。
　そして、西方帝国の属州へと移行させられた昨今のMorrowindに於いて、〈神殿〉の威光が薄れていくにつれて、暗黒の潮流がRed Mountainから湧き起こってきており、Azuraのことを、そして、契約の勇者の帰還のことを、我々は想起させられている。我々は待っていた、盲目的に、何も分からないまま、真暗闇の中で、情熱に満ちた理想像を徐々に消耗しながら、自身の愚行を恥じながら、自身の判断を恐れながら、自身の救済を望みながら。Nerevarineの予言の成就を求める、その余所者が、我々の昔の仲間のNerevarineの生まれ変わりであるのか、皇帝の差し向けたポーンであるのか、Azuraの差し向けた手先であるのか、あるいは、単なる何かしらの運命の皮肉であるのか、それは我々には分からない。しかし、我々は主張する。汝は、〈神殿〉の教義を遵守するべきであること、〈偽典〉〔Apographa〕から〈正典〉〔Hierographa〕を分けるべきであるという非難を甘受すること、そして、そのような公にされるべきではないことを口に出してはならないこと。canonとarchcanon〔※２〕に対する汝の従順の誓約に従って、忠実なる司祭の為するべきであるように振る舞いなさい。さすれば、全ては許されるだろう。私に抗ってみなさい。さすれば、神に仇なすことが如何なることであるのか、それを汝は知ることになるだろう。
　――Vivec
　訳注

　※１　Tribunalの神性を疑問視する異端派閥。
※２　何れも、教会の高位役職の一種。
